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１．研究計画の概要 

 植物の発芽後の成長をになう茎頂メリス
テムの相転換は、茎頂メリステムから形成さ
れた器官によって生成されたシグナル分子
が、茎頂メリステムに輸送され、茎頂メリス
テムで作用することで調節されていると考
えられる。栄養成長メリステムから生殖成長
メリステムへの転換である花成は相転換の
代表的な例である。これまでの研究などから、
シロイヌナズナの FT 遺伝子の産物が、長く
謎であった花成における長距離作用性シグ
ナル分子の実体である可能性が大きな注目
を集めるようになった。花成以外の相転換に
おいても成熟器官によって生成された長距
離作用性シグナルが関与する可能性が考え
られる。これらを踏まえ、花成を中心とした
茎頂メリステムの相転換と器官形成が成熟
した器官が生成する長距離作用性シグナル
分子を介して統合的に調節される過程の分
子基盤を明らかにすることを目指す。具体的
には、（１）FT 遺伝子の産物（mRNA・タン
パク質）の生成と FT タンパク質の輸送を制
御する分子機構の解明、（２）茎頂メリステ
ムにおけるFTタンパク質の作用機序の解明、
（３）茎頂メリステムの老化と活動停止によ
る個体の老化など、これまで研究されなかっ
た生理過程における新規の長距離作用性シ
グナル分子の探索をおこなう。 

 

２．研究の進捗状況 

 （１）FT 遺伝子の産物の生成と FT タンパ
ク質の輸送を制御する分子機構に関しては、
FT タンパク質の長距離輸送と接木面を介し

ての伝達を花成促進効果の伝達を合わせて
検証できた。また、当初の研究計画に基づく
実験により、輸送形態として mRNA が必須で
ある可能性を積極的に否定することができ
た。これらにより、タンパク質が輸送形態で
あることの実証に寄与できたと考えている。
ほとんど解析がなされていない輸送の時間
的な側面について研究を進めるとともに、輸
送の制御機構を研究する基礎を準備してい
る。（２）茎頂メリステムにおける FT タンパ
ク質の作用機序に関しては、すでに明らかし
ていた FD 依存の経路に加え、FD 非依存の経
路があり、花成遺伝子 SOC1 の転写促進がそ
の一つであることを示した。また、TCP, 

YABBY, KAN などが FT タンパク質と相互作
用することを見いだし、多様な転写因子群が
FT タンパク質の相互作用パートナーとなり
うる可能性を考えるにいたった。これととも
に、転写メディエータ複合体が花成および FT

タンパク質の作用に関わる可能性も明らか
になりつつある。FT タンパク質と相同性が高
い TFL1 タンパク質が FD 転写因子の調節に
おいて FT とは反対の負の因子であることを
示した。（３）茎頂メリステムのにおける様々
な生理過程における長距離作用性シグナル
分子の探索に関しては、（２）の遂行過程で
浮上してきた多様な転写因子群と FT タンパ
ク質の相互作用をもとに、FT タンパク質が長
距離作用性シグナルとして、花成以外の様々
な生理過程に関わる可能性を検討しつつあ
る。まず、TCP 転写因子のいくつかとの相互
作用を介して、花成に伴う側枝の伸長調節に
関わる可能性を見いだし、検証を進めている。 
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３．現在までの達成度 

 おおむね順調に進展している。研究開始
早々に、FT遺伝子の mRNA の輸送に関して
共同研究を予定していたスウェーデンの研
究グループが、2005 年に発表した Science 誌
の論文を全面取り下げしたことにより、研究
計画の小変更と共同研究の中止はあったが、
影響は最小限に食い止めることができた。
mRNA が輸送される実体である可能性を否
定し、タンパク質が輸送形態であることの実
証に寄与できたと考えている。また、茎頂メ
リステムにおける FT タンパク質の作用機序
に関しては、多様な転写因子群が相互作用の
パートナーとなりうる可能性が明らかにな
るとともに、転写メディエータ複合体との関
わりを示唆する結果も得られており、研究期
間後半の重要な研究方向が明確にできたと
考える。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 （１）FT タンパク質の輸送の時間的・空間
的な側面を明らかにし、輸送の制御機構の解
明を目指す、（２）シロイヌナズナの全転写
因子（約 1,500 種）と FT タンパク質との相互
作用を検証し、多様な転写因子群の活性を調
節する調節因子という観点から FT タンパク
質の働きを明らかにする、これと合わせて
（３）花成に伴う様々な生理的変化の調節に
おけるシステミック・シグナルとしての FT

タンパク質の役割を明らかにするとともに、
新規の長距離シグナル分子の探索を進める。 
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